
2023年度 実務経験のある教員等による授業科⽬⼀覧＜リハビリテーション学科理学療法学専攻＞
授業科⽬ 単位数 実務経験を活かした当該授業科⽬への展開

栄養学 （リ） 1
・リハビリに取り組むアスリートに対する栄養教育経験のある管理栄養⼠である教員が、その実務経験を
活かして栄養学についての授業を⾏う。

障害者福祉論 （リ） 1
・障害福祉サービス事業を展開している複数の社会福祉法⼈・特定⾮営利活動法⼈の研修講師、オブザー
バー、コンサルタントの経験があり、その実務経験をいかして障害者福祉の理念や法制度について授業を
⾏う。

整形外科学 1
・実務経験あり：担当者は医療施設において整形外科医として実務経験があり、その経験を活かして本授
業を⾏う。

医療安全・感染症学 1
・実務経験あり：医療機関において内科医師として診療に従事しており、その経験を活かして実践的な医
療安全学や感染症学についての授業を⾏う。

リハビリテーション医学 1
・医療機関におけるリハビリテーションの実務経験を有する教員が、臨床場⾯での知識の活⽤や実⽤的な
訓練法を含めて講義する。

画像診断学 1
・実務経験あり：医療機関において医師として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして画像
診断学についての授業を⾏う。

医療経済学 1
・実務経験あり：担当者は医療施設・福祉施設において作業療法⼠・部⾨管理者としての実務経験があ
り、その実務経験を活かして本授業を⾏う。

運動・応⽤⽣理学 ① 1 ・実務経験あり：本講義は、医師ならびに理学療法⼠として臨床経験を有する教員が担当する。
運動・応⽤⽣理学 ② 1 ・実務経験あり：本講義は、医師ならびに理学療法⼠として臨床経験を有する教員が担当する。

地域・医療連携論 1
・実務経験あり：病院や施設において理学療法⼠・作業療法⼠として業務に従事した経験があり、その実
務経験を⽣かして授業を⾏う。

理学療法研究法 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして基
礎研究や臨床研究についての授業を⾏う。

理学療法治療技術特論 1
・病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を⽣かした理学療法に関する授業を
⾏う。

スポーツ傷害理学療法学 ① 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かしてスポーツ
傷害に対する理学療法についての授業を⾏う。

スポーツ傷害理学療法学 ② 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かしてスポーツ
傷害に対する理学療法についての授業を⾏う。

⾼齢者理学療法学 1
・実務経験あり：病院や地域の介護予防事業において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経
験を活かして⾼齢者を対象とした理学療法の実践に関する授業を⾏う。

理学療法特論 1 ・本科⽬は、理学療法⼠として臨床経験を有する教員が担当する。

理学療法管理学Ⅰ ① 1
・実務経験あり：急性期および回復期病院にて理学療法⼠としての実務経験があり、理学療法における管
理学について授業を⾏う。

理学療法管理学Ⅰ ② 1

・実務経験あり：介護⽼⼈保健施設において⽀援相談員として、在宅介護⽀援センターにおいて社会福祉
⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして、統計資料をもとに客観的視点を養うだけ
でなく、利⽤者のサービス満⾜度調査や地域アセスメントなど、調査分析の必要性とそれを実践する上で
必要な基本的知識や技能、倫理についての授業を⾏う。

理学療法管理学Ⅱ 1
・実務経験あり：病院でリハビリテーション科管理職として従事したことがあり、その経験を活かして講
義を⾏う。

基礎ゼミナールⅢ （PT） 2 ・本講義は、理学療法⼠として臨床での実務経験を有する教員が担当する。
基礎ゼミナールⅣ （PT） 2 ・本講義は、理学療法⼠として病院での実務経験を有する教員が担当する。

保健体育 （B） 2
・実務経験あり：主に⼩学校で教諭、管理職として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かした
授業を⾏う。

医療英語Ⅰ（医学英単語） （A） 1
・実務経験あり：⽶国理学療法養成⼤学卒業および⽶国バーモント州理学療法⼠免許取得後、病院勤務の
実務経験があり、医療現場で必要な実践的英語についての授業を⾏う。

医療英語Ⅰ（医学英単語） （B） 1
・実務経験あり：⽶国理学療法養成⼤学卒業および⽶国バーモント州理学療法⼠免許取得後、病院勤務の
実務経験があり、医療現場で必要な実践的英語についての授業を⾏う。

医療キャリアデザイン ①（PT） 1
・実務経験あり：病院および地域リハビリテーションにおいて理学療法⼠としての実務経験があり、対象
者との関係づくりとキャリア形成について授業を⾏う。

臨床⼼理学 （リ） 2
・職業リハビリテーション領域において30年間の実務経験と⼤学院時代からの⽣理⼼理学・認知神経科学
の知⾒を紹介する。

基礎科学概論 2
・実務経験あり：病院において⾔語聴覚⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして、
保健・医療・福祉に必要な物理学の基礎知識についての授業を⾏う。

健康増進・予防理学療法学演習 ① 1
・過去、⼤学病院において理学療法⼠としての業務に従事した経験がある。現在は⾼齢者の健康増進・予
防理学療法に関する研究に従事しており、これらの実務経験を⽣かして授業を⾏う。

健康増進・予防理学療法学演習 ② 1
・過去、⼤学病院において理学療法⼠としての業務に従事した経験がある。現在は⾼齢者の健康増進・予
防理学療法に関する研究に従事しており、これらの実務経験を⽣かして授業を⾏う。

運動学 （PT）① 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして⾝体運動
のメカニズムに関する授業を⾏う。

運動学 （PT）② 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして⾝体運動
のメカニズムに関する授業を⾏う。



2023年度 実務経験のある教員等による授業科⽬⼀覧＜リハビリテーション学科理学療法学専攻＞
授業科⽬ 単位数 実務経験を活かした当該授業科⽬への展開

内科学・⽣活習慣病 ① 2
・実務経験あり：医療機関において医師として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして内科
学と⽣活習慣病 についての授業を⾏う。

内科学・⽣活習慣病 ② 2
・実務経験あり：医療機関において医師として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして内科
学と⽣活習慣病 についての授業を⾏う。

神経内科学 ① 1
・実務経験あり：医療機関において医師として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして神経
内科学についての授業を⾏う。

神経内科学 ② 1
・実務経験あり：医療機関において医師として業務に従事した経験があり、その実務経験を活かして神経
内科学についての授業を⾏う。

⾼次脳機能障害学演習 （PT・OT） 1
・作業療法⼠免許と臨床の実務経験を有する教員、⾔語聴覚⼠免許と臨床の実務経験を有する教員が、学
修内容（知識や技能）の臨床場⾯での活⽤や応⽤を含めて講義する。

救急医療 1
・実務経験あり：担当者は医療施設において医師として実務経験があり、その経験を活かして本授業を⾏
う。

⽇常⽣活動作 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣かして⽇
常⽣活動作についての授業を⾏う。

リハビリテーション概論 2
・実務経験あり：病院、施設において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣か
してリハビリテーション概論についての授業を⾏う。

基礎解剖学演習 （PT・OT）③ 2
・実務経験あり（由留⽊）：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かし
て解剖学に関する授業を⾏う。

⽣活⽀援技術演習 ② 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣かして⽇
常⽣活動作についての授業を⾏う。

⽣活⽀援技術演習 ① 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣かして⽇
常⽣活動作についての授業を⾏う。

理学療法概論 ① 2
・実務経験あり：⼀般総合病院における経験や地域理学療法（訪問リハビリテーション、介護⽼⼈保健施
設等）の経験を活かし理学療法全般の役割や概念について授業を⾏う。

理学療法概論 ② 2
・実務経験あり：⼀般総合病院における経験や地域理学療法（訪問リハビリテーション、介護⽼⼈保健施
設等）の経験を活かし理学療法全般の役割や概念について授業を⾏う。

理学療法評価学Ⅲ（神経学的評価） ① 1
・実務経験あり：病院に理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして神経学的検査に
関する授業を⾏う。

理学療法評価学Ⅲ（神経学的評価） ② 1
・実務経験あり：病院に理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして神経学的検査に
関する授業を⾏う。

理学療法評価学Ⅳ（画像評価・動作分析の基
礎） ①

1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして動作分析
に関する授業を⾏う。

理学療法評価学Ⅳ（画像評価・動作分析の基
礎） ②

1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして動作分析
に関する授業を⾏う。

理学療法臨床学演習Ⅰ（ﾍﾟｰﾊﾟｰﾍﾟｲｼｪﾝﾄ） 1
・実務経験あり：病院等において理学療法⼠として従事した経験があり、その経験を活かして理学療法プ
ロセスに沿った評価過程に関する講義・演習を⾏う。

運動療法学 ① 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして運動療法
に関する授業を⾏う。

運動療法学 ② 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして運動療法
に関する授業を⾏う。

物理療法学Ⅰ（基礎） ① 1 ・実務経験あり：病院で理学療法⼠として従事したことがあり、その経験を活かして講義を⾏う。
物理療法学Ⅰ（基礎） ② 1 ・実務経験あり：病院で理学療法⼠として従事したことがあり、その経験を活かして講義を⾏う。

物理療法学Ⅱ（臨床的応⽤） ① 1
・実務経験あり：病院で理学療法⼠として勤務した経験があり、その経験を活かして物理療法をどのよう
に実施するのかについて授業を⾏う。

物理療法学Ⅱ（臨床的応⽤） ② 1
・実務経験あり：病院で理学療法⼠として勤務した経験があり、その経験を活かして物理療法をどのよう
に実施するのかについて授業を⾏う。

運動器障害理学療法学Ⅰ（基礎） ① 1
・病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を⽣かした理学療法に関する授業を
⾏う。

運動器障害理学療法学Ⅰ（基礎） ② 1
・病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を⽣かした理学療法に関する授業を
⾏う。

運動器障害理学療法学Ⅱ（臨床的応⽤） ① 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして運動器障
害に対する理学療法についての授業を⾏う。

運動器障害理学療法学Ⅱ（臨床的応⽤） ② 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして運動器障
害に対する理学療法についての授業を⾏う。

発達障害理学療法学 1
・実務経験あり：⼩児専⾨医療機関において理学療法⼠として実務に従事した経験があり、その経験を活
かして正常発達や発達障害児（者）の理学療法についての授業を⾏う。

内部障害理学療法学Ⅰ（呼吸器疾患） ① 1
・病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、この実務経験を⽣かして呼吸理学療法につ
いての授業を⾏う。

内部障害理学療法学Ⅰ（呼吸器疾患） ② 1
・病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、この実務経験を⽣かして呼吸理学療法につ
いての授業を⾏う。
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内部障害理学療法学Ⅱ（⼼疾患） ① 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣かして内
部障害理学療法学Ⅱ（⼼疾患）についての授業を⾏う。

内部障害理学療法学Ⅱ（⼼疾患） ② 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣かして内
部障害理学療法学Ⅱ（⼼疾患）についての授業を⾏う。

代謝疾患・がん理学療法学 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣かして授
業を⾏う。

理学療法総合演習 1
・実務経験あり：担当教員は全て病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を⽣
かして検査測定の臨床的な技能について講義する。

回復期リハビリテーション学 1
・実務経験あり：脳卒中専⾨病院（急性期および回復期病棟）で理学療法⼠として業務に従事した経験が
あり、その実務経験を活かして回復期リハビリテーションにおける理学療法⼠についての授業を⾏う。

⽣活環境学演習 ① 1
・実務経験あり：地域理学療法（訪問リハビリテーション、介護⽼⼈保健施設等）の実務経験から理学療
法における環境整備について授業を⾏う。

⽣活環境学演習 ② 1
・実務経験あり：地域理学療法（訪問リハビリテーション、介護⽼⼈保健施設等）の実務経験から理学療
法における環境整備について授業を⾏う。

臨床実習Ⅰ（臨床⾒学実習） 2 ・本科⽬は、理学療法⼠として臨床経験を有する教員が担当する。
卒業研究 （PT） 2 ・本科⽬は理学療法⼠として臨床経験を有する教員が担当する。

神経障害理学療法学Ⅰ（基礎） ① 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、また現在も週1回は病院業務を⾏
なっている。その経験を活かして脳卒中に対する理学療法について授業を⾏う。

神経障害理学療法学Ⅰ（基礎） ② 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、また現在も週1回は病院業務を⾏
なっている。その経験を活かして脳卒中に対する理学療法について授業を⾏う。

神経障害理学療法学Ⅱ（臨床的応⽤） 1 ・実務経験あり：病院での実務経験を活かして講義を⾏う。

領域別理学療法演習 1
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして理学療法
の実践⼒と応⽤⼒を⾼めるための講義を⾏う。

地域理学療法学 ② 2
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣かして地
域理学療法学についての授業を⾏う。

地域理学療法学 ① 2
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として業務に従事した経験があり、その実務経験を⽣かして地
域理学療法学についての授業を⾏う。

臨床実習Ⅱ（臨床評価実習） PT 4 ・本科⽬は、理学療法⼠として臨床経験を有する教員が担当する。
臨床実習Ⅲ（臨床治療実習） PT 13 ・本科⽬は、理学療法⼠として臨床経験を有する教員が担当する。

臨床実習Ⅳ（保健福祉実習） 1
・実務経験あり：病院および地域リハビリテーションにおける理学療法⼠としての経験を活かし、技能指
導および実習指導を⾏う

解剖学演習 ①（PT・OT） 2
・実務経験あり（由留⽊）：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かし
て解剖学に関する授業を⾏う。

解剖学演習 ②（PT・OT） 2
・実務経験あり（由留⽊）：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かし
て解剖学に関する授業を⾏う。

基礎解剖学演習 （PT・OT）① 2
・実務経験あり（由留⽊）：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かし
て解剖学に関する授業を⾏う。

基礎解剖学演習 （PT・OT）② 2
・実務経験あり（由留⽊）：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かし
て解剖学に関する授業を⾏う。

理学療法評価学Ⅰ ① 2
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その経験を活かした理学療法評価
に関する指導を⾏う。

理学療法評価学Ⅰ ② 2
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その経験を活かした理学療法評価
に関する指導を⾏う。

理学療法評価学Ⅱ（筋機能） ① 2
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして理学療法
評価学（特に筋⼒測定）に関する授業を⾏う。

理学療法評価学Ⅱ（筋機能） ② 2
・実務経験あり：病院において理学療法⼠として従事した経験があり、その実務経験を活かして理学療法
評価学（特に筋⼒測定）に関する授業を⾏う。

理学療法臨床学演習Ⅱ（模擬患者） 2
・実務経験あり：病院、地域リハビリテーションにおいて理学療法⼠として従事した経験を活かし、理学
療法プロセスに関する授業を⾏う。
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